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本
書
は
、
本
格
的
な
学
習
社
会
が
到
来
し
た
と
さ
れ
る
今
日
、
そ
の
成
長
、
発
展
過
程
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
生
涯
教
育

や
生
涯
学
習
の
機
能
を
活
用
し
た
地
域
生
涯
学
習
を
社
会
の
動
脈
と
し
て
捉
え
、
地
域
社
会
の
協
働
化
の
視
点
か
ら
新
し
い
形
の
学
習

社
会
形
成
に
至
る
諸
問
題
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
論
な
ど
で
提
唱
さ
れ
る
協
働
型
社
会
を
構
築
す
る
に
は
、
市
民
（
住
民
）
や
行
政
当
局
、
さ
ら
に
は
民
間
企
業
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
す
る
分
権
型
構
造
の
成
立
が
前
提
と
な
り
、
そ
の
上
で
協
働
概
念

に
基
づ
い
た
地
域
形
成
活
動
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

第
一
編
は
、
協
働
型
社
会
に
よ
る
地
域
形
成
の
考
え
方
や
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
1
章
で
は
、
参
画
型
民
主
主
義
社
会
に

お
け
る
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
第
2
章
で
は
、
行
政
改
革
に
関
わ
る
構
造
変
革
を
提
起
し
た
。
第
3

章
で
は
、
公
共
共
担
論
と
各
ア
ク
タ
ー
の
役
割
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
原
理
を
示
し
、
第
4
章
で
は
、
横
浜
市
の
事
例
を
ふ
ま
え
て
、

地
域
社
会
に
お
け
る
協
働
と
は
何
か
を
臨
床
的
研
究
の
成
果
か
ら
現
状
報
告
し
、
第
5
章
で
は
、
そ
の
具
体
的
展
開
と
な
る
協
働
型
補

助
金
制
度
を
説
明
し
た
。

　

第
二
編
は
、
地
域
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
、
生
涯
教
育
・
生
涯
学
習
な
ど
の
地
域
生
涯
学
習
の
機
能
の
面
を
考
察
し
、
そ
れ
を
ど
う

生
か
す
の
か
を
説
明
し
た
。
第
6
章
で
は
、
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
や
社
会
教
育
の
諸
問
題
か
ら
、
住
民
の
力
量
を
高
め
る
地
域
学

習
の
方
策
に
つ
い
て
の
課
題
を
示
し
、
第
7
章
で
は
、
社
会
教
育
行
政
評
価
の
問
題
を
提
起
し
た
。
そ
の
上
で
、
第
8
章
の
生
涯
学
習

行
政
振
興
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
役
割
や
第
9
章
の
地
域
生
涯
学
習
振
興
計
画
の
策
定
で
、
地
域
生
涯
学
習
振
興
の
具
体
策
の
必
要
性
を
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論
じ
、
そ
の
手
順
や
方
策
を
示
し
た
。
さ
ら
に
第
10
章
で
は
、
市
民
協
働
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
市
民
力
の
育
成
の
問
題
、
生
涯

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
に
つ
い
て
、
第
11
章
で
は
、
具
体
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
地
域
生
涯
学
習
と
の
関
係
性
を
述
べ
て
い

る
。

　

第
三
編
は
、
地
域
社
会
の
教
育
・
学
習
活
動
の
動
向
を
論
じ
て
お
り
、
第
12
章
で
は
、
地
域
形
成
と
地
域
生
涯
学
習
の
関
係
を
考
察

し
て
い
る
。
第
13
章
で
は
、
地
域
生
涯
学
習
の
具
体
的
進
展
に
つ
い
て
説
明
し
、
第
14
章
で
は
生
涯
学
習
宣
言
都
市
の
取
り
組
み
を
報

告
し
て
い
る
。
次
に
第
15
章
で
は
、
全
国
の
生
涯
学
習
宣
言
都
市
の
な
か
か
ら
三
市
を
選
び
、
さ
ら
に
生
涯
健
康
学
習
推
進
と
い
う
視

点
か
ら
の
事
例
と
し
て
五
自
治
体
を
取
り
上
げ
、
そ
の
実
践
を
紹
介
し
た
。
第
16
章
で
は
、
教
育
・
文
化
都
市
を
標
榜
す
る
自
治
体
が
、

地
域
生
涯
学
習
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
事
例
研
究
し
た
。

　

第
四
編
は
、
地
域
生
涯
学
習
成
立
の
不
安
定
要
因
で
あ
る
教
育
経
費
に
関
わ
る
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
第
17
章
で
は
、
高
齢
者
の
学

習
に
関
す
る
実
態
調
査
の
結
果
を
示
し
、
教
育
や
学
習
に
係
る
経
費
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
問
題
提
起
し
た
。
第
18
章
で
は
、
教

育
・
学
習
に
対
す
る
財
政
支
援
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
協
働
型
学
習
社
会
を
前
提
に
し
た
フ
ァ
ン
ド
モ
デ
ル
を
提
示

し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
を
も
と
に
し
た
日
本
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
。
第
19
章
で
は
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
構
想
を
示
し
、
日
本

型
モ
デ
ル
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
20
章
で
は
、
協
働
型
の
学
習
施
設
経
営
に
つ
い
て
の
新
し
い
動
向
を
紹
介
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｍ
に
基
づ
く

Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
展
開
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
今
後
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
が
広
が
る
こ
と
を
予
測
し
て
問
題
提
起
と
し
た
。

　

最
後
の
終
章
に
お
い
て
、
学
習
経
費
や
教
育
施
設
の
問
題
以
外
に
も
、
教
育
事
業
の
経
営
に
関
わ
る
包
括
的
な
地
域
学
習
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
設
置
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
記
述
か
ら
、
地
域
生
涯
学
習
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
り
、
協
働
型
市
民
社
会
の
形
成
が
進
展
し
、
二
一

世
紀
中
盤
に
向
か
う
日
本
の
社
会
が
め
ざ
す
方
向
が
み
え
て
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い
う
の
が
本
書
刊
行
の
意
図
で
あ
る
。
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な
お
、
協
働
の
問
題
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
や
「
地
域
学
校
協
働
本
部
」
な
ど
の
地
域
社
会
と
学
校

と
の
協
働
の
問
題
を
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
筆
者
自
身
が
中
等
教
育
学
校
教
員
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
近
の
問
題
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
う
し
な
か
っ
た
意
図
は
、
制
度
自
身
が
未
だ
進
行
形
で
あ
り
流
動
的
な
面
が
あ
る
こ
と
、
筆
者
の
研
究
が
十
分

に
成
果
を
得
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
理
由
で
あ
る
。
早
急
に
ま
と
ま
っ
た
刊
行
物
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お

き
た
い
。




